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帚
木
・
夕
顔
・
末
摘
花
か
ら
葵
迄
の
河
内
本

一

帚
木
・
夕
顔
・
末
摘
花
か
ら
葵
迄
の
河
内
本

田
　
村
　
俊
　
介

序
節　

青
表
紙
本
の
代
表
・
河
内
本
の
代
表

前
拙
稿
「
河
内
本
源
氏
物
語
の
改
竄
―
尾
州
家
本
古
写
巻
初
期
十
一
帖
を
中
心
に
―
」１
で
は
、
第
一
帖
か
ら
第
九
帖
、
第
一
一
帖
か
ら
第
一
二
帖
の
河
内

本
本
文
を
青
表
紙
本
と
比
較
し
、
恣
意
的
な
書
き
替
え
の
系
統
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
字
数
制
限
の
た
め
、
ま
た
、
一
部
私
が
見
落
と
し
て
い
た
た
め
、
挙

げ
ら
れ
な
か
っ
た
異
同
箇
所
を
、
本
拙
稿
で
挙
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

青
表
紙
本
の
代
表
と
し
て
、
大
島
本
を
用
い
る
。
伊
井
春
樹
氏
は
大
島
本
に
つ
い
て
厳
し
い
評
価
を
し
て
い
る
が 

２
、
そ
れ
は
伊
井
氏
の
誤
っ
た
調
査
方
法

（
青
表
紙
本
系
の
他
本
（
例
え
ば
、「
三
条
西
家
グ
ル
ー
プ
」）
と
二
〇
一
九
年
一
〇
月
報
道
定
家
本
と
一
致
す
る
と
主
張
す
る
際
、
大
島
本
が
独
自
異
文
を
示

す
箇
所
を
取
り
あ
げ
て
比
較
す
る
、
と
い
う
調
査
方
法
）、
誤
っ
た
論
述
方
法
（
事
実
と
異
な
る
形
で
、
大
島
本
の
孤
立
を
印
象
づ
け
る
、
な
ど
）
に
基
づ
く
、

間
違
っ
た
厳
し
さ
で
あ
る
旨
工
藤
重
矩
氏
が
喝
破
し
て
い
る 

３
。

も
し
、
大
島
本
が
定
家
の
意
に
沿
う
た
伝
本
と
言
え
な
い
の
な
ら
、
青
表
紙
本
の
代
表
と
し
て
、
他
の
伝
本
を
用
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
代
表
候
補

と
し
て
、
あ
る
程
度
有
力
な
の
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
で
あ
る
。

紅
梅
文
庫
旧
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、

　
　

http://genji - koubai.jp

で
あ
る
。
前
拙
稿
「
大
島
本
底
本
源
氏
物
語
校
注
書
と
作
品
論
―
三
条
西
家
本
の
再
検
討
を
中
心
に
―
」４
で
は
、
注
の
３
１
で
、

研
究
ノ
ー
ト
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二

　
　
　

http://gennji - koubai.jp
と
記
し
て
し
ま
っ
た
。
三
行
前
の
よ
う
に
謹
ん
で
訂
正
し
、お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
し
か
し
、い
ず
れ
に
せ
よ
、ヤ
フ
ー
な
ど
の
検
索
サ
イ
ト
で
、「
紅
梅
文
庫
」

と
「
源
氏
物
語
」
と
い
う
二
語
を
検
索
ワ
ー
ド
に
し
て
検
索
す
れ
ば
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
源
氏
物
語
の
サ
イ
ト
に
辿
り
着
き
、
同
本
の
全
五
十
二
帖
の
画
像
が
閲

覧
で
き
る
（
以
上
、
二
〇
二
五
年
五
月
の
時
点
で
の
情
報
）。
こ
の
本
の
第
一
帖
〜
第
三
七
帖
、
第
三
九
帖
、
第
四
一
帖
〜
第
四
四
帖
、
第
四
六
帖
、
第
四
八

帖
の
合
わ
せ
て
四
十
四
帖
を
調
査
す
る
こ
と
を
思
い
立
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
五
帖
蓬
生
と
第
三
四
帖
若
菜
上
が
欠
巻
で
あ
る
こ
と
を
知
り
、
私
の
調
査
対

象
は
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
、
計
四
十
二
帖
と
な
っ
た
。
私
が
興
味
を
抱
い
た
の
は
、「
ほ
」
の
、
或
る
一
つ
の
形
で
あ
る
。
第
四
一
帖
幻
で
例
を
挙
げ
れ
ば
、

一
七
三
三
頁
左
の
十
行
の
う
ち
の
九
行
目

と
き
〳
〵
ハ
み
は
な
た
ぬ
や
う
に
お
ほ
し
た
り

の
、
十
四
字
目
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
一
例
と
す
る
。
第
二
例
以
下
、
ペ
ー
ジ
数
行
数
だ
け
記
す
と
、

第
二
例
１
７
３
４
頁
右
九
行
目　

第
三
例
１
７
３
４
頁
左
一
〇
行
目　

第
四
例
１
７
３
５
頁
左
七
行
目　

第
五
例
１
７
３
７
頁
右
九
行
目　

第
六
例

１
７
３
８
頁
左
六
行
目　

第
七
例
１
７
３
８
頁
左
八
行
目　

第
八
例
１
７
３
９
頁
左
五
行
目　

第
九
例
１
７
４
０
頁
右
三
行
目　

第
一
〇
例
１
７
４
２
頁

右
四
行
目　

第
一
一
例
１
７
４
５
頁
右
四
行
目　

第
一
二
例
１
７
４
５
頁
左
三
行
目　

第
一
三
例
１
７
４
６
頁
右
九
行
目　

第
一
四
例
１
７
４
６
頁
左
九

行
目　

第
一
五
例
１
７
４
７
頁
左
一
行
目　

第
一
六
例
１
７
４
８
頁
右
八
行
目　

第
一
七
例
１
７
４
８
頁
左
八
行
目　

第
一
八
例
１
７
４
９
頁
右
四
行
目

　

第
一
九
例
１
７
５
０
頁
右
三
行
目　

第
二
〇
例
１
７
５
１
頁
右
二
行
目　

第
二
一
例
１
７
５
１
頁
右
四
行
目　

第
二
二
例
１
７
５
２
頁
左
四
行
目　

第

二
三
例
１
７
５
３
頁
右
三
行
目　

第
二
四
例
１
７
５
３
頁
左
六
行
目　

第
二
五
例
１
７
５
４
頁
右
四
行
目　

第
二
六
例
１
７
５
４
頁
左
四
行
目　

第
二
七

例
１
７
５
７
頁
左
三
行
目　

第
二
八
例
１
７
６
１
頁
右
七
行
目　

第
二
九
例
１
７
６
１
頁
左
六
行
目

の
よ
う
で
あ
り
、
三
十
に
近
い
数
の
例
が
あ
る
。
尾
州
家
本
『
源
氏
物
語
』
の
十
数
帖
で
は
見
た
こ
と
も
な
く
、
他
の
写
本
で
も
ほ
と
ん
ど
見
た
こ
と
が
無
い

た
め
、紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
、前
記
四
十
二
帖
の
う
ち
、第
三
五
帖
若
菜
下
を
除
く
全
て
の
巻
に
見
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
が
、そ
れ
ら
の
巻
々
の
同
一
書
写
者
性
、

或
い
は
、
そ
こ
ま
で
行
か
な
く
て
も
、
同
一
グ
ル
ー
プ
性
を
立
証
す
る
根
拠
に
成
る
と
思
う
。「
於
」
を
字
母
と
す
る
「
お
」
の
次
に
来
る
こ
と
が
多
い
よ
う

に
思
う
が
、
そ
れ
は
記
憶
に
基
づ
く
印
象
に
過
ぎ
ず
、
断
定
は
差
し
控
え
る
。
例
え
ば
、
一
二
二
六
頁
左
七
行
目
の
「
む
す
ほ
ゝ
れ
」
の
「
ほ
」
な
ど
が
当
該
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の
字
形
で
あ
っ
て
、
例
外
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
、
後
編
で
調
査
対
象
と
し
た
五
帖
（
匂
宮
三
帖
、
椎
本
、
早
蕨
）
は
計
七
十
三
例
を
持
つ
が
、
す
べ

て
、「
於
」
を
字
母
と
す
る
「
お
」
の
次
に
来
て
い
る
。

墨
付
き
百
二
十
四
ペ
ー
ジ
の
若
菜
下
巻
（
一
三
八
七
頁
は
調
査
対
象
か
ら
外
し
て
い
る
。
こ
の
一
ペ
ー
ジ
は
、
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
な
い
）
が
当
該
の
字
形
ゼ

ロ
例
で
あ
る
の
は
、
前
後
の
巻
々
に
於
い
て
、

　
　

◎
第
三
二
帖
梅
枝
二
十
四
例
（
墨
付
き
二
十
五
ペ
ー
ジ
中
）　

第
三
三
帖
藤
裏
葉
十
八
例
（
墨
付
き
三
十
一
ペ
ー
ジ
中
）

　
　

◎
第
三
六
帖
柏
木
十
九
例
（
墨
付
き
五
十
三
ペ
ー
ジ
中
）　

第
三
七
帖
横
笛
十
一
例
（
墨
付
き
二
十
六
ペ
ー
ジ
中
）

と
頻
繁
に
出
現
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
て
も
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
私
は
思
う
。

田
中
恭
子
氏
は
、
定
家
本
柏
木
の
初
め
の
百
八
十
行
を
「
柏
木　

Ⅰ
」、
そ
の
後
の
七
百
二
十
三
行
を
「
柏
木　

Ⅱ
」
と
称
し
、「
奈
」
を
字
母
と
す
る
ひ
ら

が
な
「
な
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 

５
。

「
奈
」
の
字
形
は
、
実
際
に
は
、
資
料
１
に
Ａ
行
、
Ｂ
行
、
Ｃ
行
で
な
の
字
形
の
例
を
見
る
よ
う
に
、
三
分
さ
れ
、
定
家
は
四
画
に
書
く
字
形
が
特
徴
で
、

「
柏
木　

Ⅰ
」
は
そ
の
字
形
で
三
十
七
％
表
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、「
柏
木　

Ⅱ
」・「
花
散
里
」・「
若
紫
」
で
は
こ
の
順
に
二
％
・
二
％
・
一
％
に
過
ぎ

ず
…
…

私
は
、
Ａ
行
、
即
ち
第
四
丁
裏
一
行
目
の
「
…
…
な
け
れ
は
」
の
「
な
」
と
同
じ
形
の
「
な
」
を
、「
柏
木　

Ⅰ
」
の
範
囲
で
五
十
例
以
上
見
て
お
り
、「
定
家

は
四
画
に
書
く
字
形
が
特
徴
で
、「
柏
木　

Ⅰ
」
は
そ
の
字
形
で
三
十
七
％
表
記
」
が
、第
四
丁
裏
一
行
目
の
「
な
」
の
字
形
が
、三
十
七
％
、と
い
う
意
味
な
ら
、

田
中
氏
の
研
究
成
果
を
確
認
で
き
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、「
柏
木　

Ⅱ
」
の
範
囲
で
は
、
第
四
丁
裏
一
行
目
の
「
な
」
と
同
じ
形
の
「
な
」
は
、
第
十
六
丁

裏
三
行
目
「
…
…
た
の
も
し
け
な
く
」
の
「
な
」
ほ
か
少
数
の
例
し
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
で
、「
柏
木　

Ⅱ
」
に
関
す
る
田
中
氏
の
結
果
報
告
も
承
認
し

た
い 

６
。

ひ
ら
が
な
「
な
」
の
中
の
、
或
る
一
つ
の
字
形
が
有
る
の
か
ほ
と
ん
ど
無
い
の
か
、
で
、
定
家
本
柏
木
の
初
め
の
百
八
十
行
と
後
の
七
百
二
十
三
行
と
の

違
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
様
に
、
ひ
ら
が
な
「
ほ
」
の
中
の
、
或
る
一
つ
の
字
形
が
有
る
の
か
全
く
無
い
か
で
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本

四
十
一
巻
と
、
若
菜
下
巻
と
の
違
い
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
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読
者
の
皆
さ
ん
（
＝
本
拙
稿
を
読
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
皆
さ
ん
）
に
、
当
該
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
右
の
私
の
見
解
を
、
検
証
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
し
て
、
承
認
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
ら
承
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。「
紅
梅
文
庫
旧
蔵
源
氏
物
語
」
は
、「
当
サ
イ
ト
に
つ
い
て
」
の
④
に
拠
れ
ば
、「
や

む
を
得
ず
情
報
の
提
供
が
困
難
に
な
っ
た
場
合
、
予
告
な
く
、
本
サ
イ
ト
を
終
了
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。」
と
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
サ
イ
ト
の
作
成
・
公

開
に
何
ら
関
わ
っ
て
い
な
い
私
が
申
し
上
げ
る
の
も
変
で
あ
る
が
、
早
め
の
ア
ク
セ
ス
を
お
勧
め
し
た
い
。
そ
も
そ
も
、
作
品
論
に
軸
足
を
置
く
『
源
氏
物
語
』

研
究
者
は
、
校
注
書
の
底
本
に
な
っ
て
い
る
伝
本
以
外
の
伝
本
な
ど
読
ま
な
く
て
も
い
い
、
と
最
近
ま
で
思
っ
て
い
た
が
、
こ
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
考

え
が
変
わ
っ
た
。
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
は
、
翻
字
し
た
資
料
が
、
恐
ら
く
現
時
点
で
は
無
い
か
ら
、
た
と
え
作
品
論
に
軸
足
を
置
く
『
源
氏
物
語
』

研
究
者
で
あ
っ
て
も
、
変
体
仮
名
を
学
習
し
つ
つ
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
『
源
氏
物
語
』
を
読
む
よ
う
お
勧
め
す
る
。
平
成
時
代
、
及
び
平
成
三
十
一
年
の
続
き

で
あ
る
令
和
一
年
な
ど
に
は
、
所
蔵
者
の
知
り
合
い
、
或
い
は
、
所
蔵
者
の
知
り
合
い
の
知
り
合
い
だ
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
或
い
は
、
所
蔵
者
か
ら
調
査
を

依
頼
さ
れ
た
か
ら
と
い
う
理
由
で
、『
源
氏
物
語
』
研
究
者
が
、
特
別
に
そ
の
古
写
本
を
閲
覧
し
、
古
態
性
の
あ
る
本
文
を
挙
げ
る
こ
と
な
し
に
、
或
い
は
、

学
界
一
般
が
古
態
性
を
持
つ
と
認
定
す
る
本
文
を
挙
げ
る
こ
と
な
し
に
、
そ
の
古
写
本
が
「
画
期
的
だ
」
と
い
う
言
説
を
、
学
術
誌
や
『
産
経
新
聞
』、『
日
本

経
済
新
聞
』
等
に
載
せ
て
し
ま
う
と
い
う
出
来
事
も
あ
っ
た
。
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
な
ら
、
実
践
女
子
大
学
の
上
野
英
子
教
授
の
知
り
合
い
で
な
く
と
も
、
上
野

教
授
と
本
文
研
究
上
の
意
見
の
対
立
が
あ
っ
て
も
、
閲
覧
で
き
る
。
ま
た
私
は
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
に
大
き
な
欠
陥
が
あ
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
が
、
紅
梅
文
庫

旧
蔵
本
に
欠
陥
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
前
記
サ
イ
ト
を
縦
横
無
尽
に
使
っ
て
、
欠
陥
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
サ
イ
ト
で
の
全
文
公

開
自
体
が
、
斯
界
の
発
展
に
貢
献
す
る
営
み
で
あ
る
。
所
蔵
者
と
の
人
間
関
係
、
或
い
は
、
所
蔵
機
関
の
、
日
本
文
学
や
日
本
史
の
研
究
者
と
の
人
間
関
係
に

捉
わ
れ
ず
自
由
に
研
究
が
で
き
る
、
新
し
い
書
誌
学
の
未
来
を
指
し
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

前
述
の
字
は
、文
脈
に
拠
り
、ま
た
、第
二
〇
帖
朝
顔
の
題
箋
の
四
字
目
に
拠
り
、「
ほ
」で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
が
、字
母
は
私
自
身
、特
定
し
得
て
い
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
沼
尻
利
通
氏
は
、
第
二
七
帖
篝
火
の
、
最
初
の
二
十
四
字
を
、

己
乃
己
呂
・
世
能
人
農
己
止
久
佐
爾
宇
地
乃
於
本
以
止
乃
ゝ
以
万

と
字
母
表
記
な
さ
っ
て
い
て 

７
、
そ
の
十
八
字
目
に
従
い
、「
本
」
を
字
母
と
認
定
し
た
い
。
こ
の
、
巻
の
十
八
字
目
を
第
一
例
と
呼
ぶ
。
以
下
、
ペ
ー
ジ
数

行
数
の
み
を
記
す
と
、
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第
二
例
左
１
１
２
８
頁
左
九
行
目　

第
三
例
左
１
１
２
８
頁
左
一
〇
行
目　

第
四
例
１
１
２
９
頁
右
三
行
目　

第
五
例
１
１
２
９
頁
右
九
行
目

の
よ
う
に
な
る
。
五
例
あ
る
の
だ
か
ら
、
篝
火
巻
が
明
ら
か
に
五
千
字
を
下
回
る
短
さ
で
あ
っ
て
も
、
当
該
の
字
形
を
持
つ
他
の
巻
と
の
同
一
書
写
者
性
、
若

し
く
は
、
同
一
グ
ル
ー
プ
性
を
断
定
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

「
本
」
を
字
母
と
す
る
、
当
該
の
字
形
の
ひ
ら
が
な
「
ほ
」
を
持
つ
、
第
一
帖
〜
第
一
四
帖
、
第
一
六
帖
〜
第
三
三
帖
、
第
三
六
帖
〜
第
三
七
帖
、
第
三
九
帖
、

第
四
一
帖
〜
第
四
四
帖
、
第
四
六
帖
、
第
四
八
帖
の
計
四
十
一
帖
を
第
一
グ
ル
ー
プ
、「
本
」
を
字
母
と
す
る
、
当
該
の
字
形
の
ひ
ら
が
な
「
ほ
」
を
持
た
な
い
、

第
三
五
帖
一
巻
を
第
二
グ
ル
ー
プ
（
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
巻
が
一
つ
し
か
な
い
の
に
、「
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
の
も
変
で
あ
る
が
）
と
し
、第
一
グ
ル
ー
プ
、

第
二
グ
ル
ー
プ
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
大
島
本
と
校
合
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
グ
ル
ー
プ
、
第
二
グ
ル
ー
プ
の
ど
ち
ら
に
つ
い
て
も
、
大
き
な
違
い
は
無
い
、

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
前
記
の
サ
イ
ト
で
は
、
各
面
が
、『
源
氏
物
語
大
成　

校
異
篇
』（
一
九
五
三
年
）
８
の
何
頁
何
行
目
に
相
当
す
る
か
、
記
さ
れ
て

い
る
（
当
該
サ
イ
ト
に
拠
れ
ば
、
元
実
践
女
子
大
学
非
常
勤
講
師
平
井
仁
子
氏
の
功
績
で
あ
る
）。
こ
れ
に
拠
っ
て
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
が
青
表
紙
本
系
大
島

本
と
ど
の
程
度
違
う
か
、
お
お
む
ね
、
把
握
で
き
る
。
と
言
う
か
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
が
青
表
紙
本
系
大
島
本
と
ほ
と
ん
ど
違
わ
な
い
こ
と
を
、
把
握
で
き
る
。

　

大
島
本
に
対
す
る
伊
井
氏
の
厳
し
過
ぎ
る
評
価
は
、
大
島
本
底
本
の
活
字
注
釈
書
を
引
用
テ
キ
ス
ト
に
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
『
源
氏
物
語
』
作
品
論
に
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
河
内
本
と
青
表
紙
本
の
異
同
箇
所
を
列
挙
し
、
ど
ち
ら
が
古
態
性
を
持
っ
て
い
る
か
の
本
文
研
究
に
も
ブ
レ
ー
キ
を
掛

け
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
青
表
紙
本
の
代
表
と
し
て
大
島
本
が
い
い
か
、
そ
れ
と
も
他
の
伝
本
が
い
い
か
の
議
論
に
時
間
を
費
や
し
て
い
る
と
、
河
内
本

と
比
較
す
る
本
文
研
究
に
な
か
な
か
進
め
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
伊
井
氏
が
、『
源
氏
物
語
論
と
そ
の
研
究
世
界
』９
四
八
六
頁
で
、

『
源
氏
物
語
』
の
原
本
は
単
独
な
の
か
複
数
想
定
す
べ
き
な
の
か
知
ら
な
い
が
、
そ
こ
に
た
ど
り
つ
く
の
が
本
文
研
究
の
目
的
と
す
る
考
え
は
も
は
や
放

棄
す
べ
き
で
、

と
述
べ
て
い
る
の
は
、
本
人
が
そ
れ
を
意
図
し
た
か
ど
う
か
は
措
い
て
、
事
実
上
は
、
右
に
青
表
紙
本
、
左
に
河
内
本
を
置
い
て
両
系
統
の
ど
ち
ら
が
古
態
性

を
持
っ
て
い
る
か
見
極
め
る
本
文
研
究
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
。
加
藤
昌
嘉
氏
が
、

【『
源
氏
物
語
』
の
】
上
流
（
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
に
遡
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
意
固
地
な
研
究
は
、
抛
棄
す
る
。
下
流
へ
の
流
れ
と
揺
れ
に
目
を
留
め
て
み
る

と
、
現
存
す
る
あ
ま
た
の
写
本
た
ち
版
本
た
ち
す
べ
て
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
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と
述
べ
10

、河
内
本
と
青
表
紙
本
の
ど
ち
ら
が
上
流
か
を
見
極
め
る
研
究
を
「
意
固
地
」
と
評
し
て
い
る
の
も
、本
人
が
そ
れ
を
意
図
し
た
か
ど
う
か
は
措
い
て
、

事
実
上
は
、
河
内
本
と
青
表
紙
本
の
ど
ち
ら
が
上
流
か
を
見
極
め
る
研
究
（
以
下
、「
ど
ち
ら
が
上
流
か
研
究
」
と
略
称
す
る
こ
と
も
あ
る
）
に
ブ
レ
ー
キ
を

掛
け
て
い
る
。
中
川
照
将
氏
が
、『『
源
氏
物
語
』
と
い
う
幻
想
』11
の
一
二
頁
に
於
い
て
、

〝
学
問
的
に
一
番
よ
い
本
文
な
の
は
ど
の
本
な
の
か
〞
と
い
う
疑
問
を
持
つ
こ
と
が
、
い
か
に
不
毛
な
も
の
で
あ
る
か
。

と
述
べ
て
い
る
の
も
、
ど
ち
ら
が
上
流
か
研
究
に
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
て
い
る
。
六
頁
に
拠
れ
ば
、
学
問
的
に
一
番
よ
い
本
文
と
は
、
作
者
の
最
終
稿
に
近
い
本

文
、
の
意
で
あ
る
ら
し
い
が
、
一
頁
に
拠
れ
ば
、
そ
れ
は
ド
ラ
え
も
ん
の
力
を
借
り
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
研
究
書
の
最

初
の
ペ
ー
ジ
に
記
さ
れ
た
、
ド
ラ
え
も
ん
と
い
う
五
文
字
は
、
ど
ち
ら
が
上
流
か
研
究
を
一
巻
ず
つ
コ
ツ
コ
ツ
と
進
め
よ
う
と
い
う
研
究
意
欲
を
ど
れ
だ
け
、

減
退
さ
せ
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
効
果
は
、
研
究
書
の
タ
イ
ト
ル
に
見
え
て
い
る
、
幻
想
と
い
う
二
文
字
と
相
俟
っ
て
、
絶
大
な
も
の
が
あ
る
。
少
な
く
と
も
私

は
、
研
究
書
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
の
五
文
字
と
、
研
究
書
の
タ
イ
ト
ル
の
な
か
の
二
文
字
の
せ
い
で
、
研
究
意
欲
を
失
っ
た
経
験
が
あ
る
。
ど
ち
ら
が
上
流
か
研

究
が
進
展
す
れ
ば
、恐
ら
く
、青
表
紙
本
が
上
流
と
い
う
結
果
が
出
る
巻
が
多
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、加
藤
氏
を
含
む
新
潮
流
の
人
々
が
困
る
こ
と
に
な
る
（『
源

氏
物
語
』
研
究
者
は
、
何
は
と
も
あ
れ
、
下
流
だ
と
は
っ
き
り
分
か
っ
て
い
る
写
本
た
ち
版
本
た
ち
へ
は
目
を
や
る
こ
と
が
少
な
い
。
ど
ち
ら
が
上
流
か
研
究

が
進
展
す
れ
ば
、
や
は
り
、
非
青
表
紙
本
が
下
流
だ
と
判
明
す
る
巻
が
多
く
な
る
だ
ろ
う
）。
実
際
に
は
、
具
体
的
に
異
同
箇
所
を
挙
げ
た
上
で
の
ど
ち
ら
が

上
流
か
研
究
は
、
最
近
で
は
、
あ
ま
り
行
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
行
わ
れ
て
も
、
結
論
と
し
て
、
青
表
紙
本
と
河
内
本
の
ど
ち
ら
が
古
態
性
を
持
っ
て

い
る
か
、
明
言
さ
れ
な
い
場
合
が
多
い
。
そ
の
結
果
、
本
文
に
就
い
て
相
対
主
義
的
な
状
況
が
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
旧
潮
流
の
一
員
と
し
て
、
何
よ

り
も
『
源
氏
物
語
』
作
品
論
の
尚
一
層
の
発
展
を
願
っ
て
い
る
私
に
は
、
看
過
で
き
な
い
。

そ
こ
で
私
は
、
或
る
小
さ
な
一
つ
の
理
由
に
基
づ
き
、
大
島
本
の
ほ
う
が
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
よ
り
も
古
態
性
（
こ
こ
で
い
う
古
態
性
／
非
古
態
性
は
、
藤
原

定
家
の
作
成
し
た
、
青
表
紙
原
本
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
に
近
い
か
遠
い
か
、
の
意
）
を
持
っ
て
い
る
と
考
え
る
た
め
、
大
島
本
を
青
表
紙
本
の
代
表
と
し
た

い
。
今
後
、
上
野
英
子
氏
を
始
め
と
す
る
先
学
諸
賢
、
沼
尻
利
通
氏
を
始
め
と
す
る
同
学
諸
賢
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
、
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
の
ほ
う
が
大
島
本
以

上
に
古
態
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
研
究
成
果
が
発
表
さ
れ
る
こ
と
は
充
分
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
そ
の
と
き
に
は
、
本
拙
稿
の
結
論
も
、
部
分
修
正
す
る
こ
と

に
な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
、
僅
か
な
修
正
に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
大
島
本
は
、
そ
の
河
内
本
系
尾
州
家
本
と
の
差
に
較
べ
れ
ば
、
紅
梅
文
庫
本
と
僅
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か
な
差
し
か
持
た
な
い
。
先
学
諸
賢
、
同
学
諸
賢
に
拠
っ
て
、
紅
梅
文
庫
本
の
ほ
う
が
よ
り
一
層
古
態
性
を
持
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
場

合
を
念
頭
に
置
い
て
紅
梅
文
庫
本
を
主
語
に
し
た
言
い
方
も
し
て
お
く
と
、
紅
梅
文
庫
本
は
、
そ
の
河
内
本
系
尾
州
家
本
と
の
差
に
較
べ
れ
ば
、
大
島
本
と
僅

か
な
差
し
か
持
た
な
い
。
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
青
表
紙
本
を
除
く
と
、
青
表
紙
本
系
に
属
す
る
他
の
伝
本
で
も
、
だ
い
た
い
、
事
情
は
同
じ
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら

こ
そ
、「
系
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

い
っ
ぽ
う
、
河
内
本
の
代
表
は
、
尾
州
家
本
と
す
る
。
河
内
本
系
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
河
内
本
を
除
く
と
、
ど
の
河
内
本
も
、
河
内
本
系
尾
州
家
本
と
僅

か
な
差
し
か
持
た
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、「
系
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
河
内
本
を
河
内
本
の
代
表
に
す
る
か
で
、

あ
ま
り
長
い
時
間
を
取
っ
て
い
な
い
で
、
取
り
敢
え
ず
、
尾
州
家
本
で
、
青
表
紙
本
と
比
較
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。

本
文
研
究
は
、
二
つ
の
伝
本
を
比
較
し
て
、
異
同
箇
所
を
列
挙
し
な
け
れ
ば
、
抽
象
的
な
類
推
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
私
は
、
青
表

紙
本
河
内
本
の
異
同
個
所
を
、
第
一
帖
か
ら
一
巻
ず
つ
順
番
に
、
列
挙
し
て
ゆ
く
。
い
や
、
第
一
帖
桐
壺
に
就
い
て
は
、
吉
岡
曠
氏
『
源
氏
物
語
の
本
文
批
判
』12

が
、
青
表
紙
本
河
内
本
の
夥
し
い
数
の
異
同
箇
所
を
列
挙
さ
れ
、
私
が
見
て
み
て
も
、
少
な
く
と
も
十
数
箇
所
に
つ
い
て
は
河
内
本
側
が
恣
意
的
書
き
替
え
を

し
て
い
る
と
判
断
す
る
確
実
な
根
拠
た
り
得
て
い
る
か
ら
、
改
め
て
検
証
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
第
二
帖
か
ら
一
巻
ず
つ
順
番
に
、
検
証
し
て
い
る
の
が
、

前
拙
稿
「
河
内
本
源
氏
物
語
の
改
竄
―
尾
州
家
本
古
写
巻
初
期
十
一
帖
を
中
心
に
―
」
で
あ
り
、
本
拙
稿
で
あ
る
。

ド
ラ
え
も
ん
の
成
す
こ
と
か
ら
私
が
受
け
た
印
象
と
し
て
、
最
も
強
い
も
の
は
ス
ピ
ー
ド
感
で
あ
る
。
我
々
旧
潮
流
の
研
究
者
は
、
新
潮
流
の
研
究
者
か
ら
、

ど
う
し
て
青
表
紙
本
が
河
内
本
よ
り
原
典
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
の
か
、
と
訊
か
れ
た
と
き
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
答
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

学
会
発
表
の
質
疑
応
答
の
際
で
も
、
ま
し
て
、
す
れ
違
い
ざ
ま
の
立
ち
話
の
際
で
も
、
質
問
に
対
し
て
三
分
以
内
に
答
え
が
言
え
な
か
っ
た
ら
、
会
話
が
成
立

し
な
い
。
そ
こ
で
、「
ど
う
し
て
青
表
紙
本
が
河
内
本
よ
り
原
典
に
近
い
の
か
、
誰
も
説
明
で
き
な
い
。」
―
↓
「
青
表
紙
本
が
河
内
本
よ
り
原
典
に
近
い
と
考

え
る
根
拠
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
無
い
。」
と
い
う
認
識
が
、
学
界
に
、
定
着
す
る
。
私
は
、
ド
ラ
え
も
ん
へ
の
憧
れ
を
捨
て
て
、
時
間
を
掛
け
て
、
青
表
紙
本

と
河
内
本
、
ど
ち
ら
が
恣
意
的
な
書
き
替
え
の
系
統
な
の
か
、
一
巻
ず
つ
最フ
ァ
イ
ナ
ル終回ア
ン
サ
ー答を

出
し
て
行
き
た
い
。
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第
１
節　

帚
木
巻
、
夕
顔
巻
、
末
摘
花
巻
か
ら
葵
巻
迄
の
異
同
箇
所

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
﹈

青
表
紙
本
む
ま
の
か
ミ
物
さ
た
め
の
は
か
せ
に
な
り
て
ひ
ゝ
ら
き
ゐ
た
り
（
帚
木
巻
第
十
六
丁
オ
九
行
目
〜
一
〇
行
目
）13

河
内
本
む
ま
の
か
ミ
物
さ
た
め
の
は
か
せ
に
な
り
て
ひ
ゝ
ち
ゐ
た
り
（
第
１
３
丁
ウ
七
行
目
〜
八
行
目
）14

岩
波
文
庫
15

の
注
に
、「
物
定さ
だ

め
の
博は
か
せ士
に
な
り
て
ひ
ゝ
ら
き
ゐ
た
り
」
の
注
に
、「
物
事
の
よ
し
あ
し
を
定
め
る
学
者
に
な
っ
て
、
ぺ
ら
ぺ
ら
嘶い
な
ない
て
お
る
。

馬う
ま
の
か
み
頭
な
の
で
戯
れ
て
言
う
。」
と
あ
る
。
賛
成
し
た
い
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
古
態
性
は
、
青
表
紙
本
側
に
あ
る
と
断
定
す
る
。

但
し
、
河
内
本
側
が
、
つ
い
う
っ
か
り
、「
ら
き
」
を
「
ち
」
に
誤
写
し
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
恣
意
的
書
き
替
え
で
あ
る
と
断
定
す
る
の
は
、
今

の
と
こ
ろ
、
差
し
控
え
た
い
。
七
行
目
行
末
の
「
ひ
ゝ
ち
」
の
「
ち
」
は
、「
ら
」
と
似
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
﹈

青
表
紙
本
ひ
た
や
こ
も
り
に
な
さ
け
な
か
り
し
か
ハ
あ
へ
な
き
心
ち
し
て
（
帚
木
巻
第
二
十
三
丁
オ
五
行
目
〜
七
行
目
）

河
内
本
ひ
た
や
こ
も
り
に
お
ほ
つ
か
な
け
れ
ハ
あ
え
な
き
こ
ゝ
ち
し
て
（
第
１
９
丁
オ
四
行
目
〜
五
行
目
）

「
あ
え
な
き
心
地
し
て
」
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
点
か
ら
も
、「
お
ぼ
つ
か
な
」
し
、
よ
り
も
、「
情
け
な
」
し
、
の
ほ
う
が
古
態
性
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
３
﹈

青
表
紙
本
ま
た
世
に
あ
ら
ハ
は
か
な
き
よ
に
そ
さ
す
ら
ふ
ら
ん
（
帚
木
巻
第
三
十
一
丁
オ
二
行
目
〜
三
行
目
）

河
内
本
ま
た
よ
に
あ
ら
ハ
は
か
な
き
そ
ら
に
て
さ
す
ら
ふ
覧
（
第
２
５
丁
オ
一
一
行
目
）

頭
中
将
は
、行
方
不
明
に
な
っ
た
夕
顔
の
現
在
に
就
い
て
、「
生
き
て
い
る
可
能
性　

五
割　
　

死
ん
で
い
る
可
能
性　

五
割
」と
考
え
て
い
る
。朝
顔
巻
の「
こ

の
盛さ
か

り
に
い
ど
み
給
し
女
御
、
更か
う

衣い

、
あ
る
は
ひ
た
す
ら
亡な

く
な
り
給
、
あ
る
は
か
ひ
な
く
て
は
か
な
き
世よ

に
さ
す
ら
へ
給
ふ
も
あ
べ
か
め
り
」（
新
大
系
16

第
二
巻
二
六
三
頁
）（
河
内
本
も
同
文
）
で
も
、「
生
き
て
い
る
女
御
・
更
衣　

五
割　
　

死
ん
で
い
る
女
御
・
更
衣　

五
割
」
で
、
前
者
の
五
割
に
つ
い
て
、「
は

か
な
き
世よ

に
さ
す
ら
へ
給
ふ
」
と
い
う
文
言
が
見
え
る
か
ら
、こ
の
異
同
箇
所
で
も
、「
は
か
な
き
世
に
ぞ
さ
す
ら
ふ
ら
む
」
の
ほ
う
が
、古
態
性
を
持
っ
て
い
る
。

河
内
本
製
作
者
は
、
後
の
巻
の
夕
顔
頓
死
事
件
を
念
頭
に
置
い
て
し
ま
っ
て
い
て
、
夕
顔
が
死
ん
で
、
そ
の
魂
が
空
を
さ
ま
よ
う
、
の
よ
う
な
表
現
に
書
き
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九

替
え
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
勿
論
科
学
的
に
事
実
で
あ
る
と
立
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、人
は
、死
ん
で
、そ
の
後
そ
の
魂
が
空
を
漂
う
、と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
幻
巻
の
、「
大お
ほ
ぞ
ら空
を
か
よ
ふ
ま
ぼ
ろ
し
夢
に
だ
に
見み

え
こ
ぬ
玉
の
ゆ
く
ゑ
た
づ
ね
よ
」（
新
大
系
第
四
巻
二
〇
三
頁
）

（
河
内
本
も
同
文
）
も
、
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
前
提
に
詠
ま
れ
て
い
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
４
﹈

青
表
紙
本
御
さ
き
の
ま
つ
ほ
の
か
に
て
い
と
し
の
ひ
て
い
て
給
ふ
（
夕
顔
巻
第
七
丁
オ
七
〜
八
行
目
）

河
内
本
御
さ
き
の
こ
ゑ
も
ほ
の
か
に
て
い
と
し
の
ひ
て
い
て
た
ま
ひ
ぬ
（
第
６
丁
オ
一
〇
〜
一
一
行
目
）

前
駆
の
持
つ
松
明
の
光
が
「
ほ
の
か
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
青
表
紙
本
、前
駆
の
声
が
「
ほ
の
か
」
で
あ
る
と
い
う
の
が
河
内
本
で
あ
る
。「
ほ
の
か
」
か
「
ほ

の
か
」
で
な
い
か
は
措
い
て
、
供
人
が
声
を
出
す
必
要
が
無
い
で
あ
ろ
う
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
５
﹈

青
表
紙
本
た
ゝ
は
か
な
き
ひ
と
ふ
し
に
御
心
と
ま
り
て
い
か
な
る
人
の
す
み
か
な
ら
ん
と
ハ
ゆ
き
ゝ
に
御
め
と
ま
り
給
け
り
（
夕
顔
巻
第
七
丁
ウ
一
〇
行

目
〜
第
八
丁
オ
二
行
目
）

河
内
本
た
ゝ
は
か
な
か
り
し
ひ
と
ふ
し
に
御
め
と
ま
り
て
い
か
な
る
人
の
す
ミ
か
な
ら
ん
と
ゆ
き
ゝ
に
御
め
と
ゝ
め
給
け
り
（
第
６
丁
ウ
一
一
行
目
〜
第

７
丁
オ
二
行
目
）

「
は
か
な
き
一
節
」（
河
内
本
を
釈
文
化
す
れ
ば
、「
は
か
な
か
り
し
一
節
」）
と
は
和
歌
の
こ
と
。
こ
れ
に
「
御
心
と
ま
」
る
、と
い
う
ほ
う
が
、「
御
目
と
ま
」

る
、
と
い
う
よ
り
穏
当
で
あ
ろ
う
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
６
﹈

青
表
紙
本
な
を
い
ひ
よ
れ
た
つ
ね
よ
ら
て
ハ
さ
う
〳
〵
し
か
り
な
ん
と
の
給
ふ
（
夕
顔
巻
第
九
丁
ウ
一
行
目
〜
二
行
目
）

河
内
本
な
を
い
ひ
よ
れ
た
つ
ね
し
ら
す
は
く
ち
を
し
か
ら
ん
と
の
た
ま
ふ
（
第
８
丁
オ
六
行
目
〜
七
行
目
）

夕
顔
を
訪
ね
る
す
べ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
、「
口
惜
し
」
は
、
こ
の
時
点
で
は
言
い
過
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
７
﹈
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一
〇

青
表
紙
本
か
ゝ
る
こ
と
あ
り
て
え
ま
ゐ
ら
ぬ
御
せ
う
そ
こ
な
と
き
こ
え
給
日
く
れ
て
こ
れ
み
つ
ま
い
れ
り（
夕
顔
巻
第
三
十
九
丁
ウ
八
行
目
〜
一
〇
行
目
）

河
内
本
か
ゝ
る
こ
と
に
て
え
ま
う
て
給
は
ぬ
よ
し
な
と
き
こ
え
給
ふ
あ
れ
に
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
に
て
ふ
し
た
ま
ふ
ま
ゝ
に
い
ミ
し
う
く
る
し
か
り
た
ま
ふ
ひ

く
れ
て
こ
れ
み
つ
ま
い
り
た
り
（
第
３
３
丁
オ
四
行
目
〜
七
行
目
）

こ
の
後
、
参
上
し
た
惟
光
が
、
光
源
氏
と
対
談
す
る
。
光
源
氏
は
右
近
の
様
子
を
訊
い
た
り
、
自
分
自
身
が
夕
顔
の
亡
骸
と
も
う
一
度
対
面
を
す
る
打
ち
合

わ
せ
を
す
る
の
だ
か
ら
、
我
に
も
あ
ら
ぬ
さ
ま
で
「
臥
し
給
ふ
ま
ま
に
い
み
じ
う
苦
し
が
」
る
、
と
い
う
の
は
、
お
か
し
い
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
８
﹈

青
表
紙
本
か
な
し
き
こ
と
を
は
さ
る
物
に
て
人
に
い
ひ
さ
ハ
か
れ
侍
ら
ん
か
い
み
し
き
こ
と（
夕
顔
巻
第
四
十
三
丁
ウ
九
行
目
〜
第
四
十
四
丁
オ
一
行
目
）

河
内
本
い
ミ
し
き
こ
と
を
ハ
さ
る
も
の
に
て
人
に
い
ひ
さ
は
か
れ
は
へ
ら
ん
か
い
ミ
し
き
事
（
第
３
６
丁
ウ
三
行
目
〜
四
行
目
）

青
表
紙
本
で
は
、「
悲
し
き
」
の
は
措
く
と
し
て
、
世
間
の
人
々
に
言
い
騒
が
れ
る
こ
と
が
「
い
み
じ
」
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。
河
内
本
で
は
、「
い

み
じ
き
」
の
は
措
く
と
し
て
、
世
間
の
人
々
に
言
い
騒
が
れ
る
こ
と
が
「
い
み
じ
」
で
あ
る
、
と
い
う
趣
旨
に
な
っ
て
し
ま
う
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
９
﹈

青
表
紙
本
御
む
ま
に
も
は
か
〳
〵
し
く
の
り
た
ま
ふ
ま
し
き
御
さ
ま
な
れ
ハ
ま
た
こ
れ
光
そ
ひ
た
す
け
て
お
ハ
し
ま
さ
す
る
に
（
夕
顔
巻
第
四
十
四
丁
ウ

六
行
目
〜
九
行
目
）

河
内
本
御
む
ま
に
も
は
か
〳
〵
し
く
の
り
た
ま
ふ
ま
し
き
さ
ま
な
れ
ハ
こ
れ
ミ
つ
つ
と
そ
ひ
て
御
お
く
り
つ
か
う
ま
つ
る
と
か
く
た
す
け
て
お
は
し
ま
さ

す
る
に
（
第
３
７
丁
オ
七
行
目
〜
一
〇
行
目
）

惟
光
が
光
源
氏
を
助
け
た
の
は
「
馬
に
乗
る
こ
と
」
だ
け
で
あ
っ
て
、
河
内
本
が
持
つ
「
と
か
く
」
は
穏
当
で
な
い
。

以
上
挙
げ
た
異
同
箇
所
そ
の
６
〜
９
の
河
内
本
本
文
は
、
無
駄
な
、
若
し
く
は
、
不
穏
当
な
重
複
を
す
る
と
い
う
特
徴
を
映
し
出
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

異
同
箇
所
そ
の
８
で
は
、
掲
出
部
分
の
初
め
に
「
い
み
じ
き
こ
と
」
を
河
内
本
が
持
っ
て
い
る
が
、
掲
出
部
分
の
終
わ
り
に
「
い
み
じ
き
こ
と
」
を
持
っ
て
い

る
（
掲
出
部
分
の
終
わ
り
に
「
い
み
じ
き
こ
と
」
を
持
っ
て
い
る
点
は
青
表
紙
本
も
同
じ
）
だ
け
で
な
く
、
未
掲
出
部
分
な
が
ら
第
３
６
丁
オ
七
行
目
も
「
う

ち
す
て
ゝ
か
く
ま
と
ハ
し
た
ま
ふ
か
い
ミ
し
き
こ
と
と
」
で
あ
っ
て
、「
い
み
じ
き
こ
と
」
と
い
う
六
字
が
重
複
で
あ
る
（
こ
の
部
分
も
、青
表
紙
本
は
「
か
く
」
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一
一

が
無
い
だ
け
で
、
他
は
同
文
）。
異
同
箇
所
そ
の
６
で
は
、
一
行
ほ
ど
前
に
「
く
ち
を
し
か
ら
ぬ
」
で
、「
軽
蔑
す
べ
き
で
な
い
」
の
文
節
が
あ
る
（
こ
の
点
、

青
表
紙
本
も
同
様
）。
異
同
箇
所
そ
の
７
に
つ
い
て
言
え
ば
、「
臥
し
給
ふ
ま
ま
に
い
み
じ
う
苦
し
が
」
る
、
の
よ
う
な
表
現
が
、
第
３
８
丁
表
に
も
出
て
く
る

（
青
表
紙
本
も
同
文
）。
第
３
８
丁
表
に
つ
い
て
は
、
そ
の
光
源
氏
の
病
臥
が
数
日
続
き
、
祭
り
、
祓
え
な
ど
が
行
わ
れ
る
と
い
う
後
続
の
段
落
と
自
然
に
つ
な

が
る
の
で
あ
る
が
、
第
３
３
丁
表
の
ほ
う
は
、
そ
の
日
の
遅
い
時
刻
、
光
源
氏
が
惟
光
と
正
常
に
会
話
し
て
い
る
の
で
、
納
得
が
行
か
な
い
。
異
同
箇
所
そ
の

９
に
就
い
て
言
え
ば
、
一
半
葉
程
後
に
当
た
る
第
３
７
丁
裏
九
行
目
か
ら
十
行
目
に
か
け
て
「
と
か
く
助
け
ら
れ
」
て
、
が
あ
る
（
青
表
紙
本
も
同
文
）。
し

か
も
、
助
け
る
人
が
惟
光
、
助
け
ら
れ
る
人
が
光
源
氏
で
あ
る
点
も
含
め
て
、
第
３
７
丁
表
の
異
同
箇
所
の
河
内
本
本
文
と
の
重
複
感
が
拭
い
去
れ
な
い
。
そ

し
て
、
文
脈
上
、
第
３
７
丁
裏
の
ほ
う
の
「
と
か
く
助
」
く
、
は
穏
当
、
第
３
７
丁
表
の
ほ
う
の
「
と
か
く
助
」
く
、
は
不
穏
当
な
の
で
あ
る
。

重
複
が
あ
っ
た
ら
、
重
複
が
あ
っ
た
と
い
う
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
、
そ
の
本
文
が
非
古
態
性
が
あ
る
と
決
め
つ
け
て
い
る
つ
も
り
は
な
い
。
し
か
し
、
無
駄

な
、
若
し
く
は
、
不
穏
当
な
重
複
が
多
い
、
は
、
ど
う
し
て
も
夕
顔
巻
の
河
内
本
の
特
徴
と
し
て
言
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
０
﹈

青
表
紙
本
右
近
は
物
も
お
ほ
え
す
君
に
つ
と
そ
ひ
た
て
ま
つ
り
て
わ
な
ゝ
き
し
ぬ
へ
し
（
夕
顔
巻
第
三
十
三
丁
ウ
五
行
目
〜
七
行
目
）

河
内
本
右
近
ハ
も
の
も
お
ほ
え
す
君
に
つ
と
つ
き
た
て
ま
つ
り
て
わ
な
ゝ
く
こ
と
か
き
り
な
し
（
第
２
８
丁
オ
四
行
目
〜
五
行
目
）

こ
の
後
、「
こ
れ
も
い
か
な
ら
ん
と
」（
夕
顔
の
死
に
続
い
て
、
右
近
も
死
ぬ
の
で
は
な
い
か
。
光
源
氏
が
右
近
を
心
配
し
て
い
る
）
と
い
う
言
葉
が
続
く
か

ら
（
河
内
本
も
同
文
）、「
死
ぬ
べ
し
」
の
よ
う
な
言
葉
は
、
必
要
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
１
﹈

青
表
紙
本
我
ひ
と
り
さ
か
し
か
り
い
た
き
も
給
へ
り
け
る
に
（
夕
顔
巻
第
三
十
五
丁
オ
三
行
目
〜
四
行
目
）

河
内
本
わ
れ
ひ
と
り
た
の
も
し
き
人
に
て
い
た
き
も
ち
た
ま
へ
る
に
（
第
２
９
丁
オ
八
〜
九
行
目
）

こ
の
後
、
第
２
９
丁
裏
一
〇
行
目
か
ら
第
３
０
丁
表
二
行
目
に
か
け
て
、「
と
し
う
ち
ね
ひ
よ
の
な
か
の
と
あ
る
事
か
ゝ
る
事
に
し
ほ
し
め
る
人
こ
そ
も
の
ゝ

お
り
ふ
し
ハ
た
の
も
し
か
り
け
れ
い
つ
れ
も
〳
〵
い
は
け
な
き
と
ち
に
て
い
ひ
や
ら
ん
か
た
な
か
り
け
れ
と
」
と
あ
り
、
光
源
氏
も
「
い
は
き
な
」
い
人
間
の

一
人
で
あ
り
、「
た
の
も
し
」
く
な
い
人
間
の
範
疇
に
入
る
の
で
（
青
表
紙
本
で
も
、
そ
う
い
う
こ
と
に
な
る
）、
こ
の
箇
所
の
河
内
本
本
文
に
強
い
違
和
感
を
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二

覚
え
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
２
﹈

青
表
紙
本
こ
の
ほ
と
ま
て
ハ
た
ゝ
よ
う
な
る
を
い
つ
れ
の
み
ち
に
さ
た
ま
り
て
を
も
む
く
ら
ん
と
お
も
ほ
し
や
り
つ
ゝ
（
夕
顔
巻
第
五
十
六
丁
オ
八
行
目

〜
一
〇
行
目
）

河
内
本
こ
の
ほ
と
ま
て
は
た
ゝ
よ
ふ
な
る
を
い
か
な
る
み
ち
に
お
も
む
く
ら
ん
と
お
ほ
し
や
り
つ
ゝ
（
第
４
７
丁
オ
八
〜
一
〇
行
目
）

夕
顔
の
急
死
か
ら
、
四
十
九
日
程
経
っ
て
い
る
。

青
表
紙
本
系
大
島
本
を
底
本
と
し
た
岩
波
文
庫
で
は
、「
こ
の
四
十
九
日
ま
で
は
（
中
有
（
ち
ゅ
う
ゆ
う
）
に
魂
が
）
漂
う
と
い
う
話
だ
が
、（
今
日
か
ら
夕

顔
は
六
道
（
ろ
く
ど
う
）
の
）
ど
れ
に
定
ま
っ
て
死
出
の
旅
を
行
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
上
・
人
間
・
修
羅
・
畜
生
・
餓
鬼
・
地
獄
の
六
道
の
ど
れ
か
に
向
か

う
と
い
う
考
え
方
。」
と
施
注
す
る
。
こ
の
よ
う
な
宗
教
学
的
な
背
景
を
念
頭
に
置
く
と
、「
い
か
な
る
道
」
は
非
古
態
性
を
持
つ
本
文
で
あ
る
。
伝
聞
の
助
動

詞
「
な
り
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
や
は
り
、
宗
教
学
的
な
話
を
し
て
い
る
、
と
考
え
た
い
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
３
﹈

青
表
紙
本　
　

せ
み
の
は
も
た
ち
か
へ
て
け
る
夏
衣
か
へ
す
を
み
て
も
ね
は
な
か
れ
け
り
（
夕
顔
巻
第
五
十
八
丁
オ
九
行
目
〜
一
〇
行
目
）

河
内
本　
　

せ
ミ
の
は
も
た
ち
か
へ
て
け
る
た
ひ
こ
ろ
も
か
へ
す
を
み
て
も
ね
ハ
な
か
れ
け
り
（
第
４
９
丁
オ
四
行
目
〜
五
行
目
）

こ
の
和
歌
が
詠
ま
れ
た
の
が
立
冬
の
頃
で
、河
内
本
製
作
者
は
、「
夏
衣
」
が
季
節
違
い
、と
判
断
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
、衣
は
夏
の
衣
で
あ
っ

て
、
薄
い
も
の
だ
っ
た
。
薄
い
、
と
い
う
こ
と
は
、「
蝉
の
羽
」
と
い
う
歌
語
で
言
い
表
さ
れ
て
い
た
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
４
﹈

青
表
紙
本
さ
と
こ
ほ
る
ゝ
ゆ
き
も
な
に
た
つ
す
ゑ
の
と
み
ゆ
る
（
末
摘
花
巻
第
二
十
八
丁
オ
八
行
目
〜
九
行
目
）

河
内
本
さ
と
こ
ほ
る
ゝ
ほ
と
も
な
ミ
こ
す
ゝ
ゑ
の
な
と
お
ほ
ゆ
る
を
（
第
２
５
丁
オ
一
〇
行
目
〜
一
一
行
目
）

本
歌
取
り
の
箇
所
で
あ
る
。
本
歌
は
、諸
注
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
我わ

が
袖
は
名
に
立
つ
末
の
松
山
か
空
よ
り
浪
の
越
え
ぬ
日
は
な
し
」（『
後
撰
和
歌
集
』・

恋
二
・
土
佐
）17
。
そ
の
第
二
句
は
、
青
表
紙
本
本
文
と
一
致
す
る
。
加
え
て
、
河
内
本
の
「
波
越
す
」
は
、
文
脈
に
合
わ
な
い
。
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帚
木
・
夕
顔
・
末
摘
花
か
ら
葵
迄
の
河
内
本

一
三

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
５
﹈

青
表
紙
本
つ
ね
に
う
か
ゝ
ひ
く
れ
ハ
い
ま
見
つ
け
ら
れ
な
む
と
す
へ
な
う
お
ほ
す
（
末
摘
花
巻
第
二
十
九
丁
オ
七
行
目
〜
八
行
目
）

河
内
本
つ
ね
に
う
た
か
ひ
い
へ
は
見
あ
ら
ハ
さ
れ
な
ん
と
わ
り
な
く
お
も
ほ
す
（
第
２
６
丁
オ
六
行
目
〜
七
行
目
）

「
わ
り
な
し
」
は
、
も
っ
と
切
実
な
感
情
を
表
す
。
親
友
の
頭
中
将
に
、
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
に
思
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
６
﹈

青
表
紙
本
な
を
か
の
す
ゑ
つ
む
花
い
と
に
ほ
ひ
や
か
に
さ
し
い
て
た
り
見
み
く
る
し
の
わ
さ
や
と
お
ほ
さ
る
（
末
摘
花
巻
第
三
十
六
丁
オ
一
〇
行
目
〜
ウ

二
行
目
）

河
内
本
な
ほ
か
の
す
ゑ
つ
む
は
な
に
ほ
ひ
や
か
に
見
く
る
し
う
て
さ
し
い
て
た
り
た
へ
か
た
の
わ
さ
や
と
お
ほ
さ
る（
第
３
２
丁
オ
八
行
目
〜
一
〇
行
目
）

光
源
氏
は
、「
耐
へ
難
」
と
い
う
程
、
切
実
な
悲
し
み
を
抱
い
て
い
た
と
は
思
え
な
い
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
７
﹈

青
表
紙
本
れ
い
の
も
ろ
と
も
に
ひ
い
な
あ
そ
ひ
し
給
ゑ
な
と
か
き
て
色
と
り
給
（
末
摘
花
巻
第
三
十
七
丁
オ
二
行
目
〜
四
行
目
）

河
内
本
れ
い
の
も
ろ
と
も
に
ゑ
か
き
い
ろ
と
り
な
と
し
た
ま<

ふ>

（
第
３
２
丁
ウ
九
行
目
〜
一
〇
行
目
）

「
例
の
、
も
ろ
と
も
に
」
の
後
に
来
る
行
動
は
、
お
絵
描
き
で
な
く
て
、
お
人
形
さ
ん
遊
び
で
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
８
﹈

青
表
紙
本
こ
れ
ら
に
お
も
し
ろ
さ
の
つ
き
に
け
れ
ハ
こ
と
事
に
め
も
う
つ
ら
す
か
へ
り
て
ハ
こ
と
さ
ま
し
に
や
あ
り
け
む
（
紅
葉
賀
巻
第
五
丁
ウ
三
行
目

〜
五
行
目
）

河
内
本
こ
れ
ら
の
お
も
し
ろ
さ
つ
き
ぬ
れ
ハ
こ
と
〳
〵
に
ハ
め
も
と
ゝ
ま
ら
す
か
へ
り
て
ハ
こ
と
さ
ま
し
に
や
あ
り
け
ん（
第
４
丁
ウ
七
行
目
〜
九
行
目
）

光
源
氏
の
「
青
海
波
」
と
承
香
殿
腹
の
四
の
御
子
の
「
秋
風
楽
」
は
、「
面
白
さ
」
の
極
み
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
他
の
舞
に
「
目
も
と
ど
ま
ら
な
い
」

と
い
う
河
内
本
本
文
は
、
当
た
り
前
過
ぎ
る
、
一
瞬
た
り
と
も
、
他
の
舞
に
「
目
が
移
ら
な
い
」
と
い
う
青
表
紙
本
本
文
が
穏
当
で
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
９
﹈
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一
四

青
表
紙
本
宮
も
此
御
さ
ま
の
つ
ね
よ
り
も
こ
と
に
な
つ
か
し
う
う
ち
と
け
給
へ
る
を
い
と
め
て
た
し
と
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
（
紅
葉
賀
巻
第
八
丁
ウ

一
〇
行
目
〜
第
九
丁
オ
三
行
目
）

河
内
本
宮
も
こ
の
あ
り
さ
ま
の
つ
ね
よ
り
こ
と
に
こ
ゝ
ろ
け
さ
う
し
て
な
つ
か
し
う
ゝ
ち
と
け
た
ま
へ
る
を
い
と
め
て
た
し
と
見
た
て
ま
つ
り
た
ま
て

（
第
８
丁
オ
一
行
目
〜
四
行
目
）

　

河
内
本
に
拠
れ
ば
、
光
源
氏
が
兵
部
卿
宮
に
対
し
て
「
心
懸
想
」
し
た
こ
と
に
な
る
、
或
い
は
、
光
源
氏
が
兵
部
卿
宮
に
対
し
て
「
心
懸
想
」
し
た
、
と
兵

部
卿
宮
自
身
が
感
じ
取
っ
た
こ
と
に
な
る
。
あ
り
得
な
い
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
０
﹈

青
表
紙
本
む
こ
に
な
と
ハ
お
ほ
し
よ
ら
て
女
に
て
見
は
や
と
い
ろ
め
き
た
る
御
心
に
ハ
お
も
ほ
す
（
紅
葉
賀
巻
第
九
丁
オ
三
行
目
〜
五
行
目
）

河
内
本
む
こ
に
な
と
ハ
お
ほ
し
よ
ら
す
を
ん
な
に
て
見
は
や
と
い
ろ
め
け
る
御
心
に
ハ
ま
も
ら
れ
た
ま
ひ
け
り
（
第
８
丁
オ
四
行
目
〜
六
行
目
）

光
源
氏
は
、
紫
上
の
父
・
兵
部
卿
の
宮
の
婿
に
、
事
実
上
、
成
っ
て
い
る
も
同
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
光
源
氏
に
色
気
が
あ
る
か
ら
、
兵
部
卿
の
宮
は
、
彼

を
婿
と
し
て
見
る
の
で
は
な
く
、
彼
と
恋
人
と
し
て
接
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
願
望
が
露
骨
に
表
れ
、
或
る
程
度
長
い
時
間
、
そ
う
し
た
目
で
見

つ
め
て
い
た
、
と
い
う
の
が
河
内
本
の
「
目
守
る
」
と
い
う
本
文
で
あ
る
。
長
い
時
間
見
つ
め
る
、
も
あ
り
得
な
い
。

な
お
、
あ
り
得
な
い
「
目
守
る
」
と
い
う
言
葉
の
使
い
方
に
つ
い
て
は
、
前
拙
稿
「
河
内
本
源
氏
物
語
の
改
竄
―
尾
州
家
本
古
写
巻
初
期
十
一
帖
を
中
心
に

―
」
で
も
、
異
同
箇
所
そ
の
２
５
で
、
河
内
本
の
欠
点
と
し
て
、
取
り
挙
げ
た
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
１
﹈

青
表
紙
本
や
う
〳
〵
す
こ
し
つ
ゝ
さ
は
や
い
給
け
る
（
紅
葉
賀
巻
第
十
五
丁
ウ
六
行
目
〜
七
行
目
）

河
内
本
や
う
〳
〵
さ
は
や
か
に
も
て
な
し
給
（
第
１
３
丁
ウ
三
行
目
〜
四
行
目
）

藤
壺
が
、
無
事
、
後
の
冷
泉
帝
を
出
産
し
、
そ
の
後
、
体
調
が
回
復
、
帝
の
前
に
出
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
た
、
と
い
う
こ
と
を
述
べ
る
く
だ
り
で
あ
る
。

河
内
本
本
文
に
は
、「
も
て
な
」
す
、と
い
う
文
言
が
あ
る
か
ら
、本
当
は
体
調
が
回
復
し
て
い
な
い
の
だ
け
れ
ど
、弘
徽
殿
な
ど
の
嘲
笑
を
浴
び
る
の
が
し
ゃ

く
だ
か
ら
、
強
い
て
、
体
調
が
良
く
な
っ
た
よ
う
に
振
舞
っ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
例
え
ば
、「
ね
ふ
た
け
に
も
て
な
し
て
」（
若
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帚
木
・
夕
顔
・
末
摘
花
か
ら
葵
迄
の
河
内
本

一
五

紫
巻
第
二
十
七
丁
ウ
五
〜
六
行
目
）（
河
内
本
も
同
文
）
は
、
釈
文
に
直
せ
ば
、「
ね
ぶ
た
げ
に
も
て
な
し
て
」
は
、
葵
上
が
本
当
は
ね
む
く
な
い
の
に
ね
む
い

か
の
よ
う
な
顔
を
し
て
、
の
意
で
あ
り
、「
物
も
い
は
す
た
ゝ
い
み
し
う
い
か
れ
る
け
し
き
に
も
て
な
し
て
た
ち
を
ひ
き
ぬ
け
ハ
」（
紅
葉
賀
第
三
十
一
丁
ウ
二

行
目
〜
四
行
目
）（
河
内
本
も
ほ
ぼ
同
文
）
は
、釈
文
に
直
せ
ば
「
物
も
言
は
ず
、た
だ
い
み
じ
う
怒
れ
る
け
し
き
に
も
て
な
し
て
」
は
、頭
中
将
が
、本
当
は
怒
っ

て
い
ず
、
光
源
氏
を
か
ら
か
お
う
と
し
て
い
る
だ
け
な
の
に
、
怒
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
様
子
を
し
て
、
の
意
で
あ
る
。
つ
ま
り
、「
も
て
な
す
」
の
主
語
に

当
た
る
人
物
は
、
世
間
、
或
い
は
、
周
囲
の
人
の
目
を
欺
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
藤
壺
は
、
世
間
の
目
を
欺
い
て
い
る
の
で
は
な
く
、
本
当
に
体
調

が
良
く
な
っ
た
、
と
い
う
青
表
紙
本
本
文
の
ほ
う
が
原
型
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
ぜ
な
ら
、
少
し
前
、
出
産
の
直
前
直
後
に
、
体
調
が
非
常
に
悪
く
、
死
の
危

機
に
瀕
し
た
、
と
い
う
の
が
、
本
当
の
こ
と
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
藤
壺
は
、
弘
徽
殿
な
ど
へ
の
対
抗
心
か
ら
、
こ
こ
で
死
ん
で
は
な
ら
な
い
わ
、
何
と
し
て

も
生
き
な
け
れ
ば
、
と
い
う
気
持
ち
を
抱
き
、
そ
れ
が
、
医
学
的
に
も
、
良
い
効
果
を
産
ん
だ
の
で
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
２
﹈

青
表
紙
本
か
た
ハ
ら
い
た
き
事
な
れ
は
ま
ほ
に
も
え
の
た
ま
ハ
て
い
か
な
ら
む
よ
に
人
つ
て
な
ら
て
き
こ
え
さ
せ
む
（
紅
葉
賀
巻
第
十
六
丁
ウ
一
〇
行
目

〜
第
十
七
丁
オ
二
行
目
）

河
内
本
か
た
ハ
ら
い
た
き
事
と
も
な
れ
ハ
お
も
ふ
ま
ゝ
に
ま
ほ
に
も
え
の
た
ま
は
て
あ
ハ
れ
お
も
ふ
事
と
も
を
い
か
な
ら
ん
よ
に
人
つ
て
な
ら
て
き
こ
え

し
ら
せ
ん
（
第
１
４
丁
ウ
一
行
目
〜
四
行
目
）

「
ま
ほ
に
」「
の
た
ま
は
」
ず
、
で
、「
思
ふ
ま
ま
に
」「
の
た
ま
は
」
ず
、
と
同
じ
意
味
に
成
る
。
河
内
本
の
よ
う
に
、「
ま
ほ
に
」
と
「
思
ふ
ま
ま
に
」
と

を
同
居
さ
せ
て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
３
﹈

青
表
紙
本
み
こ
た
ち
あ
ま
た
あ
れ
と
そ
こ
を
の
ミ
な
む
か
ゝ
る
程
よ
り
あ
け
暮
見
し
（
紅
葉
賀
巻
第
十
九
丁
オ
一
行
目
〜
二
行
目
）

河
内
本
み
こ
た
ち
あ
ま
た
あ
れ
と
そ
こ
を
の
ミ
な
ん
心
と
ゝ
め
て
か
ゝ
る
ほ
と
よ
り
見
な
と
せ
し
か
ハ
（
第
１
６
丁
オ
五
行
目
〜
七
行
目
）

桐
壺
帝
が
、
光
源
氏
に
言
っ
た
詞
の
一
部
で
あ
る
。
河
内
本
の
「
心
留
め
て
」「
見
」
た
、
は
、
長
男
の
朱
雀
帝
に
も
該
当
す
る
。
青
表
紙
本
の
、
子
供
の

時
か
ら
「
明
け
暮
れ
見
」
た
、
は
朱
雀
帝
に
は
該
当
せ
ず
、
次
男
の
光
源
氏
に
該
当
す
る
。「
明
け
暮
れ
」
は
必
要
不
可
欠
な
言
葉
で
あ
り
、
こ
れ
を
持
つ
青
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一
六

表
紙
本
の
ほ
う
が
原
型
に
近
い
の
だ
ろ
う
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
４
﹈

青
表
紙
本
君
ハ
と
け
て
し
も
ね
給
は
ぬ
心
な
れ
は
ふ
と
き
ゝ
つ
け
て
（
紅
葉
賀
巻
第
三
十
丁
オ
九
行
目
〜
ウ
一
行
目
）

河
内
本
き
ミ
ハ
そ
ら
ね
ふ
り
し
て
と
け
て
し<

ね>

ら
れ
ぬ
こ
ろ
な
れ
ハ
ふ
と
き
ゝ
つ
け
て
（
第
２
５
丁
ウ
六
行
目
〜
八
行
目
）

　

河
内
本
の
、「
空
寝
」
の
た
め
、「
ふ
と
聞
き
つ
け
」
た
、
と
い
う
内
容
と
、「
と
け
て
寝
ら
れ
ぬ
」
か
ら
、「
ふ
と
聞
き
つ
け
」
た
、
と
い
う
内
容
は
、
矛
盾

で
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
５
﹈

青
表
紙
本　
　

つ
ゝ
む
め
る
な
や
も
り
い
て
む
ひ
き
か
ハ
し
か
く
ほ
こ
ろ
ふ
る
な
か
の
こ
ろ
も
に
う
へ
に
と
り
き
は
し
る
か
ら
ん
（
紅
葉
賀
巻
第
三
十
二

丁
ウ
五
行
目
〜
七
行
目
）

河
内
本　
　

つ
ゝ
む
め
る
な
や
も
り
い
て
ん
ひ
き
か
は
し
か
く
ほ
こ
ろ
ふ
る
な
か
の
た
も
と
に
う
へ
に
と
り
き
ハ
し
る
か
ら
ん
を
と
い
ふ
（
第
２
７
丁
ウ

二
行
目
〜
四
行
目
）

添
え
詞
は
、
本
歌
が
「
く
れ
な
ゐ
の
こ
ぞ
め
の
こ
ろ
も
し
た
に
き
て
う
へ
に
と
り
き
は
し
る
か
ら
ん
か
も
」（『
古
今
和
歌
六
帖
』・
五
）18
で
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
19

。
作
中
歌
の
第
五
句
も
、
こ
の
添
え
詞
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
と
、「
中
の
衣
に
」
の
ほ
う
が
、「
中
の
手た

も
と
に
」
よ
り
、
穏
当
で

は
な
い
か
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
６
﹈

青
表
紙
本
は
か
な
き
事
に
つ
け
て
も
お
も
ひ
い
と
み
き
こ
え
給
ふ
こ
の
君
ひ
と
り
そ
ひ
め
君
の
御
ひ
と
つ
は
ら
な
り
け
る
（
紅
葉
賀
巻
第
三
十
五
丁
ウ
二

行
目
〜
四
行
目
）

河
内
本
ハ
か
な
き
事
に
つ
け
て
も
お
も
ひ
い
と
な
ミ
き
こ
え
た
め
る
（
第
２
９
丁
ウ
七
行
目
〜
八
行
目
）

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
７
﹈

青
表
紙
本
け
に
東
宮
の
御
母
に
て
二
十
よ
年
に
な
り
給
へ
る
女
御
を
ゝ
き
た
て
ま
つ
り
て
ハ
ひ
き
こ
し
た
て
ま
つ
り
給
か
た
き
事
な
り
か
し
と
れ
い
の
や

－ 174 － － 175 －



帚
木
・
夕
顔
・
末
摘
花
か
ら
葵
迄
の
河
内
本

一
七

す
か
ら
す
世
人
も
き
こ
え
け
り
（
紅
葉
賀
巻
第
三
十
六
丁
ウ
六
行
目
〜
九
行
目
）

河
内
本
け
に
春
宮
の
御
は
ゝ
に
て
廿
よ
ね
ん
に
な
り
給
ぬ
る
女
御
を
ゝ
き
た
て
ま
つ
り
た
ま
ひ
て
ハ
ひ
き
こ
し
た
ま
ひ
か
た
き
御
こ
と
な
り
か
し
と
れ
い

の
や
す
か
ら
す
よ
人
も
き
こ
え
け
れ
と
人
の
御
ほ
と
の
い
と
や
ん
こ
と
な
き
に
や
ゆ
る
さ
れ
た
ま
ひ
け
ん
（
第
３
０
丁
ウ
七
行
目
〜
一
一
行
目
）

異
同
箇
所
そ
の
２
６
、
そ
の
２
７
は
、
い
ず
れ
も
、
約
二
十
文
字
の
有
無
の
違
い
で
あ
る
。

異
同
箇
所
そ
の
２
６
で
は
、
そ
の
約
二
十
文
字
が
青
表
紙
本
に
は
あ
り
、
河
内
本
に
は
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
後
も
含
め
て
文
章
の
流
れ
を
述
べ
る
と
、

頭
中
将
は
、
光
源
氏
に
対
抗
で
き
る
ぐ
ら
い
に
高
貴
な
血
筋
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
だ
か
ら
、
あ
っ
た
ほ
う
が
原
型
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
河
内
本
製
作
者
が
、

つ
い
う
っ
か
り
、
親
本
の
一
行
を
脱
文
し
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
か
ら
、
河
内
本
の
改
竄
本
文
的
性
格
を
示
す
根
拠
と
し
て
呈
示
す
る
の
は
差

し
控
え
る
。

異
同
箇
所
そ
の
２
７
で
は
、
河
内
本
は
、「
安
か
ら
ず
世
人
も
聞
こ
え
け
」
る
、
と
い
う
内
容
と
、「
人
の
御
程
の
い
と
や
ん
ご
と
な
き
に
や
、
許
さ
れ
給
」

う
、と
い
う
内
容
と
が
逆
接
で
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
、「
い
と
や
む
ご
と
な
き
」
で
あ
る
の
は
藤
壺
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、身
分
が
高
い
の
は
、

弘
徽
殿
も
同
じ
だ
か
ら
、
こ
の
約
二
十
字
は
、
意
味
を
成
さ
な
い
。
河
内
本
製
作
者
側
の
、
さ
か
し
ら
な
書
き
添
え
で
は
な
か
ろ
う
か
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
８
﹈

青
表
紙
本
み
こ
た
ち
か
む
た
ち
め
よ
り
は
し
め
て
そ
の
道
の
ハ
み
な
た
む
ゐ
む
給
ハ
り
て
ふ
ミ
つ
く
り
給
ふ
（
花
宴
巻
第
一
丁
オ
八
行
目
〜
一
〇
行
目
）

河
内
本
か
ん
た
ち
め
み
こ
た
ち
よ
り
ハ
し
め
て
そ
の
ミ
ち
の
ハ
ミ
な
た
む
ゐ
ん
給
ハ
り
て
ふ
ミ
つ
く
り
た
ま
ふ
（
第
１
丁
オ
七
行
目
〜
九
行
目
）

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
９
﹈

青
表
紙
本
后
春
宮
か
へ
ら
せ
給
ひ
ぬ
れ
は
（
花
宴
巻
第
三
丁
ウ
三
行
目
〜
四
行
目
）

河
内
本
と
う
宮
中
宮
か
へ
ら
せ
給
な
と
し
ぬ
れ
は
（
第
３
丁
オ
八
行
目
〜
九
行
目
）

そ
の
２
８
の
河
内
本
は
、「
上
達
部
」
の
後
「
親
王
」、
そ
の
２
９
の
河
内
本
は
、「
東
宮
」
の
後
「
中
宮
」、
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
、
目
下
の
人
の
後
に
目
上

の
人
が
来
て
い
る
。
目
上
の
人
の
後
に
目
下
の
人
が
来
る
青
表
紙
本
の
ほ
う
が
、
原
型
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
２
８
と
そ
の
２
９
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
一
つ
だ
け
な
ら
、
つ
い
う
っ
か
り
の
誤
写
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
近
接
し
て
二
例
あ
る
。
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﹇
異
同
箇
所
そ
の
３
０
﹈

青
表
紙
本
女
お
そ
ろ
し
と
思
へ
る
け
し
き
に
て
あ
な
む
く
つ
け
こ
ハ
た
そ
と
の
給
へ
と
な
に
か
う
と
ま
し
き
と
て（
花
宴
巻
第
四
丁
ウ
三
行
目
〜
五
行
目
）

河
内
本
を
む
な
お
も
ひ
か
け
す
う
と
ま
し
と
お
も
ひ
て
あ
な
を
そ
ろ
し
こ
は
た
そ
と
の
た
ま
へ
ハ
な
に
か
お
そ
ろ
し
き
と
て
（
第
４
丁
オ
三
行
目
〜
五
行

目
）

朧
月
夜
が
不
審
者
を
撥
ね
つ
け
よ
う
と
し
た
場
面
で
あ
る
。
こ
の
後
、
不
審
者
が
光
源
氏
だ
と
分
か
っ
て
、
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
こ
の
箇
所

で
は
、
不
審
者
は
あ
く
ま
で
不
審
者
で
あ
る
。
そ
れ
を
強
く
撥
ね
つ
け
る
言
葉
と
し
て
、「
む
く
つ
け
」
と
い
う
青
表
紙
本
本
文
の
ほ
う
が
、「
恐
ろ
し
」
と
い

う
河
内
本
本
文
の
ほ
う
が
良
い
の
で
は
な
い
か
。

い
っ
ぽ
う
、
光
源
氏
に
し
て
も
、「
恐
ろ
し
」
と
言
っ
た
女
に
対
し
て
、
ど
う
し
て
「
恐
ろ
し
」
な
の
だ
、
と
い
う
の
は
、
ナ
ン
パ
師
と
し
て
あ
ま
り
に
も

芸
が
な
さ
過
ぎ
る
、
物
語
作
者
と
し
て
、「
恐
ろ
し
」
と
言
っ
た
女
に
対
し
て
、
男
に
、
ど
う
し
て
「
恐
ろ
し
」
な
の
だ
と
言
わ
せ
る
の
は
、
あ
ま
り
に
も
芸

が
な
さ
過
ぎ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
３
１
﹈

青
表
紙
本
心
と
け
給
は
ぬ
け
し
き
な
れ
は
そ
れ
に
つ
ゝ
ミ
た
る
さ
ま
に
も
て
な
し
て
（
葵
巻
第
三
丁
オ
一
〇
行
目
〜
ウ
一
行
目
）

河
内
本
心
と
け
た
ま
ハ
ぬ
け
し
き
な
れ
ハ
そ
れ
に
し
た
か
ひ
き
こ
え
給
や
う
な
り
（
第
３
丁
オ
二
行
目
〜
三
行
目
）

　

若
菜
下
巻
に
、
柏
木
が
女
二
宮
に
親
し
ま
な
い
様
子
を
「
女
宮
を
ハ
か
し
こ
ま
り
を
き
た
る
さ
ま
に
も
て
な
し
き
こ
え
て
お
さ
〳
〵
う
ち
と
け
て
も
み
え
た

て
ま
つ
り
給
は
す
」（
若
菜
下
第
七
十
五
丁
ウ
九
行
目
〜
第
七
十
六
丁
オ
一
行
目
）、
釈
文
に
直
す
と
、「
女
宮
を
ば
、
か
し
こ
ま
り
お
き
た
る
さ
ま
に
も
て
な

し
き
こ
え
て
、
を
さ
〳
〵
う
ち
と
け
て
も
見
え
た
て
ま
つ
り
給
は
ず
」
と
言
い
表
し
た
箇
所
が
あ
る
（
河
内
本
も
同
文
）（
釈
文
に
直
す
に
当
た
っ
て
は
、
岩

波
文
庫
第
５
２
節
も
参
照
し
た
）。
光
源
氏
が
六
条
御
息
所
に
親
し
ま
な
い
様
子
を
言
い
表
し
て
い
る
、こ
の
箇
所
の
「
も
て
な
」
す
、と
全
く
同
じ
語
義
・
ニ
ュ

ア
ン
ス
・
用
法
で
あ
る
。「
も
て
な
」
す
、
を
持
っ
て
い
る
青
表
紙
本
が
、
原
型
で
あ
ろ
う
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
３
２
﹈

青
表
紙
本
お
と
な
〳
〵
し
き
こ
せ
む
の
人
々
ハ
か
く
な
な
と
い
へ
と
（
葵
巻
第
六
丁
ウ
六
行
目
〜
八
行
目
）
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河
内
本
お
と
な
〳
〵
し
き
御
せ
ん
な
と
ハ
か
く
な
い
ひ
そ
な
と
せ
い
す
れ
と
（
第
６
丁
オ
三
行
目
〜
四
行
目
）

青
表
紙
本
系
大
島
本
を
底
本
と
し
た
岩
波
文
庫
は
、
葵
上
付
き
の
年
配
の
前
駆
の
人
々
の
詞
「
か
く
な
」
に
つ
い
て
、「
そ
ん
な
乱
暴
は
す
る
な
。「
か
く
な

せ
そ
」
の
略
。」
と
施
注
す
る
。
と
こ
ろ
が
、こ
の
言
葉
を
、河
内
本
は
、「
か
く
な
い
ひ
そ
」、釈
文
に
直
せ
ば
、「
か
く
な
言
ひ
そ
」
に
作
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
３
３
﹈

青
表
紙
本
お
ほ
し
か
へ
せ
と
お
も
ふ
も
物
を
な
り
（
葵
巻
第
二
十
丁
ウ
八
行
目
）

河
内
本
お
ほ
し
か
へ
せ
と
お
も
ふ
も
も
の
お
も
ひ
な
り
（
第
１
６
丁
ウ
八
行
目
〜
九
行
目
）

岩
波
文
庫
の
こ
の
箇
所
の
釈
文
は
、「
お
ぼ
し
返か
へ

せ
ど
、「
思
ふ
も
物
を
」
な
り
。」
で
あ
る
。「
思
ふ
も
物
を
」
の
注
と
し
て
、「
思
は
じ
と
思
ふ
も
物
を
思

ふ
な
り
思
は
じ
と
だ
に
思
は
じ
や
な
ぞ
」
と
い
う
奥
入
所
収
の
古
歌
を
指
摘
す
る
。
こ
の
部
分
、河
内
本
は
、青
表
紙
本
で
「「
思
ふ
も
物
を
」
な
り
」
の
部
分
、

「
思
ふ
も
思
ひ
な
り
」
で
あ
っ
て
、
通
じ
な
い
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
３
４
﹈

青
表
紙
本
ひ
め
君
い
と
う
つ
く
し
う
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
お
ハ
す
ひ
さ
し
か
り
つ
る
ほ
と
に
い
と
こ
よ
な
う
こ
そ
お
と
な
ひ
給
に
け
れ
（
葵
巻
第
四
十
九
丁

ウ
九
行
目
〜
第
五
〇
丁
オ
二
行
目
）

河
内
本
ひ
め
き
ミ
い
と
う
つ
く
し
う
ひ
き
つ
く
ろ
ひ
て
お
は
す
る
を
ひ
さ
し
か
り
つ
る
ほ
と
に
い
ま
す
こ
し
ね
ひ
ま
さ
り
給
に
け
り
と
見
ゆ
見
た
て
ま
ら

さ
り
つ
る
ほ
と
に
い
と
こ
よ
な
く
こ
そ
お
と
な
ひ
給
に
け
れ
と
て
（
第
４
０
丁
オ
二
行
目
〜
六
行
目
）

河
内
本
の
「
久
し
か
り
つ
る
程
に
今
少
し
ね
び
ま
さ
り
給
ひ
に
け
り
」
は
、
恐
ら
く
、
光
源
氏
の
心
内
文
で
あ
ろ
う
が
、
心
内
文
で
あ
ろ
う
と
、
紫
上
へ
の

詞
で
あ
ろ
う
と
、
内
容
上
、
不
審
が
残
る
。
し
ば
ら
く
の
間
、
会
わ
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
、「
少
し
」
大
人
び
た
の
は
当
然
で
あ
る
。
何
故
、
そ
う
思
っ
た
、

と
書
き
記
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
青
表
紙
本
に
基
づ
い
た
場
合
に
そ
う
な
る
よ
う
に
、「
ず
っ
と
」
大
人
び
た
、と
心
で
思
い
、口
で
も
、そ
う
言
っ

た
、
と
い
う
ほ
う
が
、
遥
か
に
穏
当
で
あ
る
。

－ 172 －



富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

二
〇

　
　
　
　

第
２
節　

絵
合
巻

第
一
七
帖
絵
合
、
第
一
四
帖
澪
標
で
逝
去
し
た
六
条
御
息
所
を
光
源
氏
が
偲
ぶ
場
面
で
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
１
﹈

青
表
紙
本
む
か
し
の
御
心
さ
ま
お
ほ
し
い
つ
る
に
お
ほ
か
た
の
よ
に
つ
け
て
ハ
お
し
う
あ
た
ら
し
か
り
し
人
の
御
あ
り
さ
ま
そ
や
（
絵
合
巻
第
四
丁
ウ

一
〇
行
目
〜
第
五
丁
オ
二
行
目
）

河
内
本
む
か
【「
む
」
と
「
か
」
が
重
な
る
】
し
の
御
心
さ
ま
お
ほ
【「
お
」
と
「
ほ
」
が
重
な
る
】
し
い
つ
る
に
お
ほ
【「
お
」
と
「
ほ
」
が
重
な
る
】

か
た
の
よ
に
つ
け
て
ハ
お
か
し
か
り
し
人
の
御
さ
ま
そ
や
（
第
三
丁
ウ
九
〜
一
〇
行
目
）

河
内
本
の
「
を
か
し
か
り
し
」
は
、
嵯
峨
野
野
々
宮
神
社
で
の
光
源
氏
と
の
対
面
に
於
い
て
、
彼
女
の
イ
メ
ー
ジ
が
「
を
か
し
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
引
き
ず

ら
れ
て
で
き
た
改
竄
本
文
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、河
内
本
の
親
本
が
「
を
し
か
り
し
」、若
し
く
は
、「
お
し
か
り
し
」
だ
っ
た
と
こ
ろ
、面
積
の
小
さ
な
「
か
」

を
誤
っ
て
挿
入
し
た
可
能
性
が
排
除
で
き
ず
、
河
内
本
製
作
者
の
恣
意
的
な
書
き
替
え
の
箇
所
の
一
つ
と
し
て
挙
げ
る
の
を
差
し
控
え
た
い
。

な
お
、
こ
の
箇
所
の
河
内
本
本
文
に
つ
い
て
、
或
る
学
会
の
発
表
の
質
疑
応
答
の
際
、
某
研
究
書
に
誤
記
が
あ
る
旨
、
口
頭
で
言
っ
て
し
ま
っ
た
（
当
日
は

あ
が
っ
て
い
た
た
め
、
第
三
丁
裏
十
丁
目
の
○
○
と
い
う
本
文
、
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
し
ま
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
十
丁
目
は
勿
論
言
い
間
違
い
で
、

正
し
く
は
、
十
行
目
）。
そ
れ
は
、
誤
記
に
拠
っ
て
、
河
内
本
恣
意
的
書
き
替
え
の
箇
所
の
一
つ
が
発
見
し
に
く
く
な
っ
た
、
と
思
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
が
、

つ
い
う
っ
か
り
の
誤
字
で
あ
る
可
能
性
が
排
除
で
き
な
い
以
上
、
あ
の
よ
う
な
形
で
大
声
で
言
う
べ
き
で
は
な
か
っ
た
。
後
悔
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
書
は
、

異
同
箇
所
を
百
近
く
挙
げ
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
誤
記
が
極
め
て
少
な
い
も
の
で
あ
る
。

﹇
異
同
箇
所
そ
の
２
﹈

青
表
紙
本
ふ
て
と
る
み
ち
と
五
う
つ
こ
と
ゝ
そ
あ
や
し
う
た
ま
し
ゐ
の
ほ
と
み
ゆ
る
を
ふ
か
き
ら
う
な
く
み
ゆ
る
を
れ
も
の
〈
も
〉
さ
る
へ
き
に
て
か
き

う
つ
た
く
ひ
も
い
て
く
れ
と
（
絵
合
巻
第
二
十
一
丁
ウ
一
〇
行
目
〜
第
二
十
二
丁
オ
四
行
目
）

河
内
本
ふ
て
と
る
み
ち
と
五こ

う
つ
こ
と
ゝ
こ
そ
あ
や
し
く
た
ま
し
ひ
の
ほ
と
見
ゆ
る
を
ふ
か
き
ら
う
な
く
見
ゆ
る
お
れ
も
の
も
さ
る
へ
き
に
て
か
き
う
つ

す
た
く
ひ
も
い
て
く
め
れ
と
（
第
一
五
丁
オ
六
行
目
〜
八
行
目
）
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帚
木
・
夕
顔
・
末
摘
花
か
ら
葵
迄
の
河
内
本

二
一

青
表
紙
本
の
「
か
き
う
つ
」
は
、「
か
き
」
は
釈
文
化
す
れ
ば
「
描
き
」
で
あ
っ
て
、「
筆
取
る
道
」
に
対
応
、「
う
つ
」
は
釈
文
化
す
れ
ば
「
打
つ
」
で
あ
っ

て
、「
碁
打
つ
こ
と
」
と
対
応
し
て
い
る
。
複
合
動
詞
「
描
き
打
つ
」
は
、
原
型
に
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
河
内
本
で
は
、「
か
き
う
つ
す
」
と
い

う
複
合
動
詞
で
あ
っ
て
、
こ
れ
が
非
古
態
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、「
か
き
う
つ
」
に
、
つ
い
う
っ
か
り
、「
す
」
を
挿
入
し
て
し
ま
っ

た
可
能
性
を
排
除
で
き
な
い
。

以
上
、
絵
合
巻
の
二
つ
の
異
同
箇
所
を
見
て
き
た
が
、
ど
ち
ら
の
系
統
が
古
態
性
を
持
っ
て
い
る
か
、
最
フ
ァ
イ
ナ
ル終
回ア
ン
サ
ー答
を
出
せ
な
い
、
を
最
フ
ァ
イ
ナ
ル終
回ア
ン
サ
ー答
に
し
た
い
。

　
　
　
　

第
３
節　

柏
木
巻

柏
木
巻
も
、
青
表
紙
本
／
河
内
本
の
異
同
箇
所
が
少
な
い
せ
い
も
あ
っ
て
、
巻
全
体
に
つ
い
て
の
最
フ
ァ
イ
ナ
ル終
回ア
ン
サ
ー答
は
出
せ
な
い
。

し
か
し
、

﹇
異
同
箇
所
﹈

青
表
紙
本
あ
き
つ
か
た
に
な
れ
は
こ
の
君
は
ひ
ゐ
さ
り
な
と
（
柏
木
巻
五
十
二
丁
オ
一
〜
二
行
目
）
秋
つ
か
た
に
な
れ
は
こ
の
き
み
は
ゐ
さ
り
な
と
（
定

家
本
第
四
九
丁
ウ
一
行
目
〜
二
行
目
20

）

河
内
本
あ
き
つ
か
た
に
な
れ
ハ
こ
の
君
ハ
ひ
ゐ
さ
り
な
と
し
給
ふ
さ
ま
の
い
ふ
よ
し
も
な
う
〈
う
〉
お
か
し
け
な
れ
ハ
人
め
の
ミ
に
も
あ
ら
す
ま
事こ
と

に
い

と
か
な
し
と
お
も
ひ
き
こ
え
給
て
つ
ね
に
い
た
き
も
て
あ
そ
ひ
き
こ
え
給
（
第
三
八
丁
ウ
八
行
目
〜
第
三
九
丁
オ
一
行
目
）

は
、
約
六
十
字
の
無
／
有
の
異
同
で
あ
っ
て
、
字
数
的
に
も
大
き
な
違
い
で
あ
る
。

次
の
巻
・
横
笛
、
薫
の
歯
が
生
え
始
め
た
春
、
光
源
氏
が
「
ま
こ
と
に
、
こ
の
憂
き
節
み
な
思
し
忘
れ
ぬ
べ
し
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
（
河
内
本
も
同
文
。

高
松
宮
本
21

第
五
丁
裏
九
行
目
〜
第
六
丁
表
一
行
目
）。
そ
の
半
年
前
に
当
た
る
秋
に
、「
人
目
の
み
に
も
あ
ら
ず
、
誠
に
い
と
か
な
し
と
思
ひ
聞
こ
え
給
ひ

て
常
に
抱
き
も
て
遊
」
ぶ
、
と
い
う
の
は
、
あ
り
得
な
い
。
河
内
本
製
作
者
が
、
巻
末
に
、
書
き
添
え
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
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富
山
大
学
人
文
科
学
研
究

二
二

注１　
『
富
山
大
学
人
文
科
学
研
究
』
第
八
三
号
、
二
〇
二
五
年
九
月
。

２　
『
人
が
つ
な
ぐ
源
氏
物
語
』。
朝
日
出
版
社
、
二
〇
二
一
年
。

３　
「
源
氏
物
語
若
紫
巻
の
本
文
―
本
文
異
同
の
分
布
に
み
る
諸
本
の
様
相　

覚
書
―
」。『
中
古
文
学
』
第
一
〇
九
号
、
二
〇
二
二
年
五
月
。

４　
『
富
山
大
学
人
文
科
学
研
究
』
第
八
二
号
、
二
〇
二
五
年
二
月
。

５　
「
青
表
紙
本
「
柏
木
」
百
八
十
行
の
規
範
―
定
家
の
用
字
の
字
母
―
」。『
中
古
文
学
』
第
一
〇
九
号
、
二
〇
二
二
年
五
月
。

６　

定
家
本
「
柏
木
」
の
私
自
身
の
調
査
に
当
た
っ
て
は
、
や
は
り
、「
源
氏
物
語
：
花
ち
る
さ
と
・
か
し
は
木
（
原
装
影
印
古
典
籍
覆
製
叢
刊
）」（
雄
松
堂
書
店
、
一
九
七
九
年
）

を
用
い
た
。

７　
「
三
条
西
家
本
系
統
諸
本
の
「
篝
火
」
巻
の
字
母
の
分
析
」。
上
野
英
子
氏
編
『
室
町
時
代
源
氏
物
語
本
文
史
の
研
究
―
紅
梅
文
庫
旧
蔵
本
を
中
心
に
―
』
所
収
。
実
践
女
子

大
学
文
学
部
上
野
英
子
研
究
室
、
二
〇
二
二
年
。

８　

池
田
亀
鑑
氏
、
中
央
公
論
社
。

９　

風
間
書
房
、
二
〇
〇
二
年
。

10　
「
本
文
研
究
と
大
島
本
に
対
す
る
１
５
の
疑
問
」。
中
古
文
学
会
関
西
部
会
『
大
島
本
源
氏
物
語
の
再
検
討
』
所
収
（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
所
収
。

11　

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
四
年
。

12　

笠
間
書
院
、
一
九
九
四
年
。

13　

青
表
紙
本
の
本
文
の
掲
出
に
は
、『
大
島
本
源
氏
物
語
』
第
一
巻
〜
第
一
〇
巻
（
古
代
学
協
会
・
古
代
学
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
）
を
用
い
る
。

14　

河
内
本
の
本
文
の
掲
出
に
は
、
原
則
と
し
て
、『
尾
州
家
河
内
本
源
氏
物
語
』
第
一
巻
〜
第
一
〇
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
一
二
年
〜
二
〇
一
三
年
）
を
用
い
る
。

15　

岩
波
文
庫
『
源
氏
物
語
』
第
一
巻
〜
第
九
巻
。
二
〇
一
七
年
〜
二
〇
二
一
年
。

16　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
（
略
称　

新
大
系
）『
源
氏
物
語
』
第
一
巻
〜
第
五
巻
。
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
〜
一
九
九
七
年
。

17　

引
用
は
、
岩
波
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
後
撰
和
歌
集
』
に
拠
っ
た
。

18　
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
二
巻

19　

岩
波
新
大
系
「
こ
れ
（
ほ
こ
ろ
び
た
衣
）
を
上
に
着
た
ら
、人
目
に
立
つ
だ
ろ
う
。「
紅
（
く
れ
な
ゐ
）
の
濃
染
（
こ
ぞ
め
）
の
衣
下
に
着
て
上
に
取
り
着
ば
し
る
か
ら
む
か
も
」

（
古
今
六
帖
五
）。」（
第
一
巻
二
六
四
頁
注
五
）。
岩
波
文
庫
第
二
巻
７
４
頁
注
４
も
、
同
じ
。
そ
の
他
の
校
注
書
も
、
同
じ
趣
旨
の
注
。

20　

柏
木
巻
の
青
表
紙
本
に
当
た
っ
て
は
、
定
家
本
の
複
製
を
用
い
た
。
そ
の
複
製
の
出
版
元
等
に
つ
い
て
は
、
注
６
を
参
照
さ
れ
た
い
。

21　

横
笛
巻
は
、
尾
州
家
本
が
清
水
谷
実
秋
補
写
で
あ
る
十
三
の
巻
の
一
つ
で
あ
る
。
従
っ
て
、
横
笛
巻
の
河
内
本
の
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
尾
州
家
本
で
は
な
く
、
高
松
宮
本

を
用
い
た
。『
高
松
宮
御
蔵
河
内
本
源
氏
物
語
』
１
〜
１
２
。
臨
川
書
店
、
一
九
七
三
年
〜
一
九
七
四
年
。

【
二
〇
二
五
年
九
月
二
五
日
提
出
】
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